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第
49
回
通
常
評
議
員
会
（
５
月
18
日
）
で

採
択
し
た
決
議
は
次
の
通
り
。

◇

　

「
病
気
に
な
っ
て
も
患
者
に
な
れ
な
い
」

状
況
が
広
が
っ
て
い
る
。
今
年
２
月
に
実
施

し
た
会
員
意
見
調
査
で
は
、
75
・
５
％
の
会

員
が
「
経
済
的
理
由
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
治

療
中
断
が
あ
っ
た
」
と
答
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
昨
年
６

月
に
実
施
し
た
学

校
歯
科
治
療
調
査

で
は
、
学
校
歯
科

健
診
で
受
診
が
必

要
と
診
断
さ
れ
た

児
童
の
う
ち
、
50

医
療
を
増
や
す
な
ど

診
療
報
酬
を
大
幅
に

引
き
上
げ
る
こ
と

１
、
医
療
費
抑
制
を

目
的
と
し
た
審
査
、

指
導
・
監
査
の
強
化

は
や
め
、
行
政
手
続

・
２
％
が
歯
科
医
療
機
関
に
か
か
っ
て
お
ら

ず
、
小
学
生
か
ら
口
腔
崩
壊
を
起
こ
し
て
い

る
事
例
が
多
数
寄
せ
ら
れ
た
。
特
に
、
生
活

保
護
や
ひ
と
り
親
の
家
庭
に
口
腔
崩
壊
が
見

ら
れ
、
経
済
的
困
難
が
未
受
診
に
直
結
し
て

い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

歯
科
医
院
を
取
り
巻
く
状
況
も
同
様
に
厳

し
い
。
前
出
の
調
査
で
は
、
年
間
の
医
業
所

得
４
０
０
万
円
未
満
が
、
30
歳
代
で
31
・
６

れ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
安
全
で
安
心
の
歯
科

医
療
を
受
け
ら
れ
る
社
会
を
創
る
た
め
に
奮

闘
す
る
こ
と
を
表
明
す
る
。

１
、
国
の
公
的
責
任
を
大
幅
に
後
退
さ
せ
、

国
民
の
「
自
己
責
任
」
に
追
い
や
る
社
会
保

障
制
度
改
革
推
進
法
を
廃
止
し
、
生
活
保
護

基
準
を
引
き
下
げ
な
い
こ
と

１
、
混
合
診
療
拡
大
、
民
間
保
険
の
現
物
給

付
導
入
な
ど
を
や
め
、
医
療
の
営
利
産
業
化

戦
略
だ
と
し
て
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ

れ
で
は
、
患
者
や
歯
科
医
療
機
関
が
置
か
れ

て
い
る
厳
し
い
現
状
に
、
一
層
追
い
討
ち
を

か
け
る
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　

自
民
・
公
明
・
民
主
が
、
先
の
国
会
で
成

立
さ
せ
た
社
会
保
障
制
度
改
革
推
進
法
の
具

体
化
で
、
国
の
公
的
責
任
を
大
幅
に
後
退
さ

せ
、
際
限
な
い
国
民
・
患
者
負
担
増
と
社
会

保
障
給
付
の
削
減
を
押
し
付
け
よ
う
と
し
て

法
に
基
づ
き
改
め
る
こ
と

１
、
消
費
税
増
税
は
や
め
、
雇
用
の
安
定
、

国
民
の
所
得
と
勤
労
者
の
賃
金
を
増
や
す
経

済
政
策
に
転
換
す
る
こ
と

１
、
憲
法
を
暮
ら
し
に
い
か
し
、
社
会
保
障

と
平
和
を
国
政
の
基
盤
に
据
え
る
こ
と

　

以
上
、
決
議
す
る
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０
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い
る
。
さ
ら
に
不
況
に
拍
車
を
か
け
る
消
費

税
増
税
、
医
療
や
介
護
な
ど
の
市
場
開
放
を

迫
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
、
い
つ
で
も
権
力
者
の
都

合
の
い
い
よ
う
に
憲
法
を
変
え
る
準
備
ま
で

進
め
て
い
る
。

　

私
た
ち
大
阪
府
歯
科
保
険
医
協
会
は
、
国

民
の
い
の
ち
と
健
康
、
く
ら
し
を
脅
か
す
あ

ら
ゆ
る
策
動
を
許
さ
な
い
。
い
つ
で
も
、
だ

％
、
40
歳
代
で
21
・
８
％
で
あ
る
。
診
療
報

酬
引
き
上
げ
は
わ
ず
か
で
、
医
院
経
営
の
改

善
に
は
及
ん
で
い
な
い
。

　

安
倍
内
閣
は
、
賃
上
げ
も
な
い
ま
ま
大
幅

な
金
融
緩
和
で
イ
ン
フ
レ
を
助
長
し
、
２
０

０
兆
円
も
の
公
共
事
業
で
さ
ら
に
借
金
を
重

ね
、
サ
ー
ビ
ス
残
業
の
合
法
化
や
解
雇
の
自

由
化
で
労
働
者
を
締
め
上
げ
る
こ
と
を
成
長

に
道
を
開
く
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
し
な
い
こ
と

１
、
こ
ど
も
と
高
齢
者
の
窓
口
負
担
は
無
料

に
、
現
役
世
代
は
当
面
２
割
負
担
に
す
る
こ

と１
、
医
療
情
報
な
ど
重
大
な
個
人
情
報
漏
え

い
の
危
険
が
あ
る
「
共
通
番
号
法
案
」
を
廃

案
に
す
る
こ
と

１
、
国
庫
負
担
を
増
や
し
保
険
の
利
く
歯
科

　

「
保
険
で
よ
い
歯
科
医
療
を
」
全
国
連
絡
会

は
、
７
月
の
参
院
選
で
歯
科
医
療
改
善
や
患
者

負
担
の
軽
減
を
争
点
に
押
し
上
げ
よ
う
と
、
①

窓
口
負
担
の
引
き
下
げ
②
保
険
給
付
範
囲
の
拡

大
―
―
を
求
め
る
請
願
署
名
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
大
阪
で
は
５
万
筆
を
目
標
に
し
て
い
る
。

　

協
会
は
、
会
員
の
積
極
的
な
協
力
を
呼
び
か

け
て
い
る
。追
加
の
署
名
用
紙
は
、事
務
局
ま
で
。

　

堺
市
西
区
鳳
で
開
業
致
し

て
お
り
ま
す
エ
ハ
ラ
と
申
し

ま
す
。

　

大
役
を
仰
せ
付
か
り
心
許

無
い
ス
タ
ー
ト
で
す
。
初
心

を
忘
れ
ず
何
事
に
も
真
面
目

に
取
り
組
み
ま
す
の
で
、
先

生
方
な
ら
び
に
事
務
局
の
方

々
の
御
指
導
の
程
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◇

え
は
ら
・
ゆ
た
か　

大
阪
歯

科
大
学
卒
、堺
市
開
業
、57
歳

　

高
槻
市
天
神
町
で
開
業
致

し
て
お
り
ま
す
谷
と
申
し
ま

す
。

　

私
な
ど
が
理
事
に
就
く
の

は
ど
う
か
と
も
思
い
ま
し
た

が
、
就
任
し
た
以
上
、
ま
じ

め
に
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
皆
様
方
の
ご
指
導
、

ご
鞭
撻
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

◇

た
に
・
あ
き
ら　

大
阪
大
学

卒
、
高
槻
市
開
業
、
59
歳

　

新
し
く
理
事
を
拝
命
致
し

ま
し
た
段
野
で
す
。

　

小
澤
理
事
長
の
も
と
、
保

険
医
の
生
活
と
国
民
医
療
を

守
る
協
会
理
念
の
実
現
を
目

指
し
、
微
力
な
が
ら
努
力
致

し
ま
す
の
で
、
ご
指
導
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

◇

だ
ん
の
・
か
ず
し
げ　

大
阪

歯
科
大
学
卒
、
元
東
大
阪
市

開
業
、
63
歳

評議員会決議

「保険で良い歯科」
署
名
に
ご
協
力
を

社
会
保
障
解
体
・
消
費
税
増
税
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
、改
憲
を
許
さ
ず
、

国
民
の
く
ら
し
と
健
康
を
守
る
こ
と
を
求
め
る
決
議

保
険
医
協
会
、
山
形
県
保
険
医
協
会
、
宮
城
県
保
険

医
協
会
、
福
島
県
保
険
医
協
会
、
栃
木
県
保
険
医
協

会
、
茨
城
県
保
険
医
協
会
、
群
馬
県
保
険
医
協
会
、

埼
玉
県
保
険
医
協
会
、
山
梨
県
保
険
医
協
会
、
千
葉

県
保
険
医
協
会
、
東
京
保
険
医
協
会
、
東
京
歯
科
保

険
医
協
会
、
神
奈
川
県
保
険
医
協
会
、
岐
阜
県
保
険

医
協
会
、
愛
知
県
保
険
医
協
会
、
三
重
県
保
険
医
協

会
、
滋
賀
県
保
険
医
協
会
、
京
都
府
保
険
医
協
会
、

京
都
府
歯
科
保
険
医
協
会
、
兵
庫
県
保
険
医
協
会
、

奈
良
県
保
険
医
協
会
、
和
歌
山
県
保
険
医
協
会
、
島

根
県
保
険
医
協
会
、
鳥
取
県
保
険
医
協
会
、
岡
山
県

保
険
医
協
会
、
広
島
県
保
険
医
協
会
、
山
口
県
保
険

医
協
会
、
高
知
保
険
医
協
会
、
愛
媛
県
保
険
医
協

会
、
福
岡
県
保
険
医
協
会
、
福
岡
県
歯
科
保
険
医
協

会
、
大
分
県
保
険
医
協
会
、
佐
賀
県
保
険
医
協
会
、

長
崎
県
保
険
医
協
会
、
宮
崎
県
保
険
医
協
会
、
熊
本

県
保
険
医
協
会
、
沖
縄
県
保
険
医
協
会

協
力
・
共
同
団
体

大
阪
歯
科
技
工
士
連
絡
会
、
日
本
機
関
紙
協
会
大
阪

府
本
部
、
総
合
社
会
福
祉
研
究
所
、
原
水
爆
禁
止
大

阪
府
協
議
会
、
大
阪
母
親
大
会
連
絡
会
、
全
大
阪
労

働
組
合
総
連
合
、
大
阪
市
対
策
連
絡
会
議
、
大
阪
か

ら
公
害
を
な
く
す
会
、
大
阪
自
治
体
問
題
研
究
所
、

大
阪
高
齢
者
運
動
連
絡
会
、
大
阪
い
ず
み
市
民
生
活

協
同
組
合
理
事
長
・
藤
井
克
裕
、
大
阪
府
ア
ジ
ア
ア

フ
リ
カ
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
連
帯
委
員
会
、
非
核
の
政

府
を
求
め
る
大
阪
の
会
、
八
尾
社
会
保
障
推
進
協
議

会
、
全
日
本
年
金
者
組
合
大
阪
府
本
部
執
行
委
員
長

・
松
井
幹
治

協
力
会
社
関
係

三
井
生
命
保
険
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長
・
山
本

幸
央
、
三
井
生
命
保
険
株
式
会
社
大
阪
支
社
長
・
梅

田
憲
司
、
第
一
生
命
保
険
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社

長
・
渡
邉
光
一
郎
、
太
陽
生
命
保
険
株
式
会
社
西
日

本
法
人
営
業
部
長
・
水
川
雅
史
、
富
国
生
命
保
険
相

互
会
社
、
明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社
大
阪
本
部

市
場
開
発
推
進
Ｇ
・
加
藤
年
康
、
日
本
生
命
保
険
相

互
会
社

来
賓

全
国
保
険
医
団
体
連
合
会
理
事
・
加
藤
擁
一

大
阪
府
保
険
医
協
会
理
事
長
・
高
本
英
司

兵
庫
県
保
険
医
協
会
事
務
局
次
長
・
小
川
昭

大
阪
民
主
医
療
機
関
連
合
会
事
務
局
長
・
土
井
康
文

全
日
本
年
金
者
組
合
大
阪
府
本
部
執
行
委
員
長
・
松

井
幹
治

保
険
で
よ
い
入
れ
歯
を
！
大
阪
歯
科
技
工
士
連
絡
会

代
表
・
石
橋
哲
夫

日
本
維
新
の
会
総
務
会
長
、大
阪
府
議
会
議
員
・
東
徹

日
本
共
産
党
大
阪
府
委
員
会
副
委
員
長
・
清
水
た
だ

し日
本
生
命
保
険
相
互
会
社
本
店
公
務
部
法
人
担
当
部

長
・
前
川
正
昌

株
式
会
社
関
西
共
同
印
刷
所
代
表
取
締
役
社
長
・
吉

村
義
次

株
式
会
社
関
西
共
同
印
刷
所
営
業
部
第
２
課
・
垣
田

耕
作

顧
問
弁
護
士
・
西
晃

顧
問
税
理
士
・
鳥
居
義
昭

祝
電
・
メ
ッ
セ
ー
ジ

関
係
団
体

大
阪
府
歯
科
医
師
会
会
長
・
太
田
謙
司

政
党
関
係

公
明
党
大
阪
府
本
部
代
表
、衆
議
院
議
員
・
佐
藤
茂
樹

社
会
民
主
党
大
阪
府
連
合
代
表
・
服
部
良
一

民
主
党
参
議
院
議
員
・
梅
村
さ
と
し

顧
問
弁
護
士
・
税
理
士
・
社
労
士
関
係

西
晃
、
鳥
居
義
昭
、
井
川
博
幸
、
上
野
精
一
、
柄
溝

宗
生
、
黒
岩
哲
夫
、
斎
藤
直
樹
、
佐
飛
淳
一
、
清
家

裕
、
中
谷
光
之
、
西
村
博
史
、
林
明
、
疋
田
英
司
、

桂
好
志
郎
、
堀
口
正
二

保
険
医
協
会
関
係

北
海
道
保
険
医
会
、
秋
田
県
保
険
医
協
会
、
岩
手
県

第51回定期総会の来賓、祝電・メッセージ（順不同・敬称略）

　５月18日の第49回通常評
議員会で新たに理事に選出
された江原豊（堺市）、谷
聰（高槻市）、 段野和茂
（東大阪市）各氏の挨拶を
紹介する。

新理事から新理事から
ひと言ひと言


